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研究ユニット紹介：未到分子研究創発センター

⚫ ケミカルスペースに眠る未到分子を開拓し、より安心で快適な持続型社会の構築を可能とする革新的な分子技術を創出す
る拠点です。分子変換反応、複雑分子合成、機能性分子材料、生物活性分子等の領域で最前線を走る研究グループが連携
し、未到分子の自在な合成と未知の機能の探究を可能にします。

ユニット参加メンバー：大松亨介（ユニット長）、佐藤隆章（副ユニット長）、垣内史敏、熊谷直哉、高尾賢一、羽曾部卓、
宮本和範、吉岡直樹、河内卓彌、犀川陽子、高橋大介、小椋章弘、酒井隼人、藤木翔吾、前田文平
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